
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(R7.4.)         (有) 丸 富 

3 月は暑さ寒さも彼岸までと言われるが、前半は冬のように冷え込み、後半は夏のように暑くなった。近日点 

でｱｻﾞﾐｳﾏ、ﾀﾞﾆなど害虫の発生が多かった。暑くなってようやく収穫量が増えたが、価格が下がった。 
 

害虫対策 

近日点では害虫の発生が多くなる。ﾊｳｽ周辺の環境変化(除草、防除)に気をつける。 
事前の害虫対策にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～100 ㏄／10a（又は、ｽﾄｯﾊﾟｰ雅 200～300 ㏄／10a）を 5 日毎に 
潅水する。 
その後、防除時にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 2000～3000 倍（又は、ｽﾄｯﾊﾟｰ雅 500～1,000 倍）を混用する。 

 

品質向上 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽが好む養分を根が吸収するので、土壌養分が偏らないよう、ﾊﾞﾗﾝｽを考慮して、追肥(液肥) 
を施す。 
品質向上に天地の恵み 200 ㏄／10a と酸ｶﾙ 100 ㏄／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を液肥に混用 
して潅水する。 

 

立茎前 

昨年の貯蔵養分を考えながら収穫を行い、春芽を大まか採り終えたら、随時立茎を行う。 
立茎前に天地の恵み 500 ㏄／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 50 ㏄／10a を潅水する。 

 

発根促進 

吸収根（細根）の働きによって、若茎の収穫量が左右される。日頃から細根の働きを活発にする。 
発根促進にｸﾞﾘﾝｽﾀｰ 500 ㏄／10a と G ﾊﾞﾗﾝｽ DF 1 ㎏／10a を 30～45 日ごとに潅水する。 

 

立茎後 

立茎を始めると、親茎の生長に養分を使うので、若茎の伸長が悪くなったり、若茎が細くなったり 
するため、収穫量が減少する。親茎の緑化を促し、光合成を促進する。 
親茎の緑化促進に時を越えた贈り物1,000倍と酸ｶﾙ2,000倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ10,000倍を葉面散布する。 

 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥                2～3ℓ／10a 

時を越えた贈り物           100～200 ㏄／10a    5～10 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ                50 ㏄／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS(又はｽﾄｯﾊﾟｰ雅)   50ｃｃ(100cc)／10a      加減する。 

※ｻﾝﾐﾈｰﾗの代わりにｼﾘｶｱｯﾌﾟ 100～150 ㏄、ｼｰﾏﾛｯｸｽ 500～1000 ㏄、海藻のｴｷｽ 50ℊでもよい。 
 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


